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廣井 善二

2023 年 4 月から所長を務めることになりました廣井善二

です。この機会をお借りして就任のご挨拶をさせていただ

きます。森初果前所長には 5 年間の長きに亘り物性研の舵

取りをしていただき、心から感謝申し上げます。私はその

後を継ぎ、第 17 代目として定年までの 3 年間を努めさせ

ていただきます。 

私が京大化研から物性研に助教授として着任したのは、

六本木から柏キャンパスへの移転を 1 年余り後に控えた

1998 年 12 月１日でした。当初は次年度からの着任を考え

ていましたが、当時の安岡弘志所長に「決まったのなら早

く来い」と言われ、何もない寒い六本木の所員室に辿り着

いたのを覚えています。そのお陰で柏移転に伴う補正予算

のおこぼれに与ることができ、安岡先生には大変感謝して

います。その後も安岡先生には上田寛先生と一緒によくラ

ンチに連れて行っていただきました。食事をしながら安岡

先生が何か研究所に関するお話をされると、上田先生が

「そりゃええわ」と相槌を打たれて、その話が次の所員会

の議題として出てきました。なるほど所の運営に関する重

要事項は六本木ランチで決まるものか、と妙に納得したも

のです。あれからすでに 24 年が経ちました。その間、恵

まれた環境の中で好きな研究を自由にさせてもらい、今の

私は物性研に育ててもらったと言っても過言ではありませ

ん。そして幸か不幸か、私の研究室は「終い」の準備に入

っているので(その割には学生や博士研究員は増えました

が)、残された 3 年間を所長業に専念することで、物性研

にできる限りの恩返しをしたいと思っています。 

2000 年 4 月の柏移転から所員もずいぶん入れ替わり六

本木時代を懐かしむ方も稀となり、結果として物性研は柏

の地にすっかり根を下ろしました。さらに歴史を遡ると、

1957 年の設立以来 65 年の歴史の中で約 20 年毎に大きな

改組が行われ、現在の物性研は第三世代にあたります。柏

移転を睨んで行われた前回 1996 年の改組時に示された指

針は「伝統的な固体物理学の枠組みを超えた、物性科学の

総合的研究を展開し、物性研究の国際拠点を目指す」でし

た。実際、移転に伴う大幅な実験施設の拡充を契機に物性

研は共同利用研として顕著な発展を遂げ、当初の目標をほ

ぼ達成したと思います。大規模施設に関しては、2006 年

に国際超強磁場科学研究施設、2011 年に計算物質科学研

究センター、2012 年にレーザーと放射光が合体した極限

コヒーレント光科学研究センターが設立されました。さら

に、東日本大震災で止まっていた中性子科学研究施設の原

子炉 JRR-3 は、2021年に再稼働して共同利用を再開して

います。また、軌道放射物性研究施設の軟X線分光装置に

ついては、西播磨の SPring-8 から、現在仙台に建設中の

新放射光施設ナノテラスへ移行しつつあります。 

前回の改組からすでに四半世紀が過ぎ、その間に物性研

を取り巻く研究環境はずいぶんと変化し、学問の流れも大

きく推移しています。当初の強相関電子系の華々しい隆盛

から、現在ではトポロジーをキーワードとする研究が注目

を集め、さらに、非平衡物理やナノ物質研究、量子情報、

データ科学などの興味深い研究分野へと展開しています。

物性研で”big science”を担う大規模施設には前述のように

さまざまな変革がありましたが、主に”small science”を担

う研究部門もこのような流れに対応することが求められて

おり、現在の部門の体制が適当かどうかは検討の余地があ

ると感じています。この点に関しては瀧川仁前々所長も、

2013 年 4 月の物性研だよりの着任挨拶で触れられました。

その変革の一つとして、瀧川所長時代の 2016 年には量子

物質と機能物性という 2 つの横断的な研究グループが作ら

れ、所内の風通しが随分と良くなりました。そして森所長

時代には、2 名の女性人事を含めて多くの所員人事が行わ

れ、本年 4 月以降に特任 1 名を含む 7 名の所員が着任する

こととなりました。新たな風が吹き込みサイエンスの幅が

大きく拡がろうとしている今が、物性研の研究組織を見直

すチャンスであると考えます。かつて物性研には様々な分

野をリードする「大先生」が何人もいらっしゃいましたが、

時の流れとともに学問は細分化され、言わば群雄割拠の時

代になってきました。また、六本木と柏という立地条件の

差も少なからずあり、物性研の求心力は低下しつつあると

認めざるを得ません。この状況を少しでも改善し、より魅

力的な物性研を作っていくためには新たなサイエンスの芽

を育て、コミュニティを作り上げていくことが肝要です。

この春に新型コロナ禍も収束に向かおうとしているのは吉

報であり、2023 年度からは中断していた人の流れが回復
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し、多くの研究会や行事を企画することが可能となるでし

ょう。いち早く所内外の人々が集う活気ある場所に戻り、

コミュニティの輪を拡げていきたいと思います。新たなア

イデアや共同研究に繋がる対面の機会を積極的に設けます

ので、多くの方々の柏キャンパス訪問を期待します。 

私の所長としての重要な任務は、第四世代の物性研へ向

けて橋渡しをすることだと考えています。キャンパス移転

のような大事業もなく、施設の時限も撤廃された結果、組

織変革のチャンスを見出すことは困難になっていますが、

それでもどこかで見直しを始めなければ組織はジリ貧をた

どるものと危惧します。私の任期は 3 年と限られており、

また拙速な改革も危ういことから、まず将来構想ワーキン

ググループを立ち上げ、次なる物性研の指針について突っ

込んだ議論を始めたいと思っています。基礎的な物質科学

の先導的研究所、また国立大学共同利用・共同研究拠点と

して時代の変化とニーズに対応していくため、適切な部門

や施設構成、人員配置等を検討し、将来の物性研にとって

必要な施策を見出し、それをもとに次の所長へ着実にバト

ンタッチしたいと思います。ただ、今の私に明確なビジョ

ンがあるわけではありません。将来構想はやってみないと

分からないものです(無責任ですみません)。過去の経験に

囚われて頭の硬くなった年寄りにできるのは、今後の物性

研を担う、想像力豊かな若い世代の新鮮なアイデアを活か

すことです。さらには、コミュニティ、およびこれまで物

性研と大なり小なり関わりを持ってくださった多くの「物

性研サポーター」の皆様からの、厳しくも温かいご意見が

大変重要だと考えています。皆様のお知恵を借りて次世代

の物性研の礎を築いていきたいと思います。 

さて、所長業を始める前の 2 月初めにこの原稿を書いて

いるわけですが、4 月から果たしてどういうことになるの

か恐ろしくもあり楽しみでもある、というのが正直なとこ

ろです。12 月の所員会後、所長秘書の茂木さんから指令

をもらい、1 月初めに東條會舘なる所で写真を撮ってもら

いました。この皇居の西に鎮座する由緒正しい写真館は、

おそらく歴代所長の写真撮影が行われてきた場所なのでし

ょう。驚いたのは撮影の前に同じフロアの美容室に行くよ

うにとの指示で、少しはまともに見られるようにとのお計

らいでした、多分。生まれて初めて美容室に行き、眉毛を

描いてもらうという未知の体験に戸惑いましたが、このよ

うな経験ができるのも所長になるお陰です。ちなみに、た

くさん撮った写真の中から女性陣の投票によって選ばれた

3 枚の写真は、4 月以降順次お披露目されることでしょう。

また、4 月 12 日の日本武道館での東大入学式にはガウン

を羽織って参列するのだそうです。今後の未体験ゾーンを

楽しみにしつつ、責務を果たすべく日々務めて参る所存で

す。この話の顛末は 3 年後の「所長退任にあたって」まで

お待ちください。 

4 月からの新体制では、副所長を国際超強磁場科学研究

施設の松田康弘所員にお願いし、6 名の企画委員とともに

着実に所の運営を行って参ります。六本木ランチならぬ柏

ランチ(@お魚倶楽部はま)で和やかに所の重要事項を話し

合う機会があればと思います。予算に関しては、社会情勢

やさまざまな要因による電気代の大幅高騰をどのように対

処すべきか、いま非常に厳しい状況にあります。所内の皆

様とともにこの難局を乗り超えていきたいと思いますので、

ご協力の程どうぞよろしくお願いいたします。先に改革、

改革と書きましたが、現状にも微力ながらひとつずつ丁寧

に対応し、皆様が安心して働ける環境を一層整えていきま

す。 

所長就任にあたっては歴代所員の先輩方から、「自然体

で」あるいは「特徴ある運営をやれ」との励ましのお言葉

をいただきました。私がモットーとしているユニークであ

ることを忘れずに所長としての重責を全うすべく精進した

いと思います。物性研およびコミュニティの皆様には今後

ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう何卒よろしくお願い申

し上げます。 
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